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①
日
時
：
平
成

年
４
月
６
日
（
日
）
６
時

②
場
所
：
鹿
角
市
：
大
湯
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

小
坂
町
：
小
坂
小
中
学
校

春
の
火
災
予
防
運
動

平
成

年
４
月
６
日(

日)
～
４
月

日(

土)
12

2６

鹿角市、小坂町で発生した災害情報を携帯電話やパソコンにｅメールで配信しています。

登録のしかたは市・町のメールアドレスへ空メールを送信するだけ！

返信されたメールに記載されたＵＲＬへ接続し、希望する情報をチェックして登録完了です。

氏名や連絡先を入力する必要はありません。右のＱＲコードでもＵＲＬを取得できます。

詳しくは、鹿角市・小坂町のホームページをご覧ください。

情報配信メール登録用ｅメールアドレス

鹿角市：e-kazuno@xpressmail.jp 小坂町：e-kosaka@xpressmail.jp

メール登録用ＱＲコード

鹿角市

小坂町

・消防団員の方は消防署でも登録できます。

※消防団員の方が登録する際は、消防署（２３－５６０１）へご連絡ください。

鹿角広域行政組合消防本部管内
出 動 件 数

平成２５年１月～平成２５年１２月末

総出動件数 １５８３件

①火 災 ４０件

②救 急 １３４６件

③救 助 ５１件

④自然災害 ３８件

⑤遭難捜索 ７件

⑥そ の 他 １０１件

第
三
十
六
号

平
成
二
十
六
年

春
夏
号

編
集
・
発
行
：
鹿
角
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部･

消
防
署

秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部

消
防
鹿

角

か

づ
の

※
火
災
予
防
週
間
中
、

７
時
と

時
に

サ
イ
レ
ン
又
は
警
鐘
が
鳴
り
ま
す
。

火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

暖
か
く
な
っ
て
く
る
こ
の
季
節
は
、
火
の
取
扱
い

に
対
す
る
注
意
心
が
緩
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

空
気
が
乾
燥
し
風
の
強
い
日
が
多
い
こ
と
か
ら
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

火
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
訓
練
終
了
後
の
午
前
中
に
、

消
防
車
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
す
。

１９

消防庁舎が新しくなります！
現消防庁舎の耐震性の問題、施設及び設備の老朽化な

どをうけ、新しい消防庁舎を鹿角警察署の西側に建設す
ることになりました。消防救急無線のデジタル化と併せ
て平成２７年８月の運用を予定しています。
新庁舎は、火災や救急をはじめ、各種災害に迅速に対

応できる新たな防災拠点として、安全性を備えた設計と
なっており、皆様により一層の安全、安心を発信できる
消防庁舎を目指しております。
また、現庁舎は解体され、救急車１台と職員４名程度

を配置した南出張所（仮称）として生まれ変わります。

新消防庁舎のイメージ図

消
す
ま
で
は

心
の
警
報

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

（
全
国
統
一
防
火
標
語
）

消
防
団
に
よ
る
火
災
想
定
訓
練

鹿角市消防団第９分団第２部（八幡平湯瀬地

区）のポンプ車を更新しました。従来のポンプ

車に比べ水を吸い上げる速度が向上し、消防団

員が迅速に活動できるよう設計されています。

秋
田
県
で
は
、
防
災
教
育

の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め

地
震
体
験
車
を
導
入
し
ま
し

た
。
震
度
７
ま
で
の
地
震
や
、

日
本
海
中
部
地
震
の
揺
れ
な

ど
を
再
現
で
き
ま
す
。

鹿
角
管
内
に
は
、
六
月
に

小
坂
町
の
「
ア
カ
シ
ア
ま
つ

り
」
、
九
月
に
鹿
角
市
の
「

か
づ
の
元
気
フ
ェ
ス
タ
」
で

登
場
し
ま
す
。
い
ざ
と
い
う

と
き
に
何
が
で
き
る
の
か
、

こ
の
機
会
に
是
非
体
験
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

２月１４日、秋田ビューホテルにおいて「第

３７回消防職員意見発表秋田県大会」が行われ、

髙田陽平副士長が出場しました。昨年の豪雨災

害を教訓に「防災意識向上のために」と題して

圏民を防災指導員として養成することを提案。

命を守る知識を身につけてほしいと訴えました。

昨
年
に
引
き
続
き
、
花
輪

第
一
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
に

消
防
水
利
の
除
雪
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
取
り
組

み
で
、
雪
に
す
っ
ぽ
り
と
埋

ま
っ
た
消
火
栓
な
ど
を
汗
を

か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
掘
り

出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
比
べ
る
と

積
雪
の
少
な
い
冬
で
し
た
が
、

も
し
も
の
時
に
備
え
て
除
雪

を
し
て
い
た
だ
い
た
住
民
の

皆
様
に
も
あ
わ
せ
て
感
謝
を

申
し
あ
げ
ま
す
。



「
消
防

そ
の
愛
と
力
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
か
ら

三
万
七
千
人
が
集
ま
り
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、
東
日
本
大

震
災
な
ど
で
殉
職
し
た
消
防
職
団
員
に
対

し
黙
祷
が
行
わ
れ
、
消
防
活
動
に
貢
献
し

た
個
人
・
団
体
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
続
い
て
「
日
本
消
防
の
歩
み
と
展
望
」

と
題
し
、
新
旧
消
防
ポ
ン
プ
に
よ
る
放
水

実
演
や
、
大
地
震
を
想
定
し
た
救
助
救
急

訓
練
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
は
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
、
消
防
音
楽
隊
や
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
鼓
笛
隊
の
演
奏
、
ア
イ
ド
ル
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
復
興
支
援
ソ
ン
グ
、
布
施
明

さ
ん
の
歌
の
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部
か
ら
も
、

消
防
職
団
員
三
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
と
き
、

土
の
う
が
間
に
合
わ
な

い
場
合
に
、
簡
易
的
に

で
き
る
方
法
を
紹
介
し

ま
す
。
あ
く
ま
で
も
、

小
規
模
な
水
害
で
、
水
深
の
浅
い

初
期
段
階
に
行
う
も
の
で
す
。

大
雨
や
強
風
は
、
地
震
と
同
じ
く
時
に
よ
っ
て
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
す
。
昨
年
の
八
月
九
日
に
鹿
角
で
も
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の

雨
が
降
り
、
各
地
区
で
災
害
が
頻
繁
に
発
生
し
ま
し
た
。

地
震
の
備
え
と
同
じ
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
風
水
害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
、

被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

水
害
に
備
え
て

山
菜
採
り
に
よ
る
遭
難
事
故
が
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
絶
対
に

迷
わ
な
い
と
い
う
過
信
は
持
た
ず
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈
入
山
前
〉

◆
家
族
に
行
き
先
や
帰
宅
時
間
を
伝
え
る
。

◆
事
前
に
天
候
を
確
認
し
、
悪
天
候
時
は
入
ら
な
い
。

◆
目
立
つ
服
装
を
し
、
寒
さ
対
策
を
万
全
に
す
る
。

（
赤
や
黄
、
白
な
ど
の
服
装
が
目
立
ち
ま
す
！
）

◆
水
や
食
料
、
持
病
の
薬
を
持
つ
。

◆
携
帯
電
話
、
ラ
イ
タ
ー
、
発
煙
筒
な
ど
を
持
つ
。

〈
入
山
時
〉

◆
一
人
で
入
山
し
な
い
。
日
没
前
に
下
山
す
る
。

◆
仲
間
同
士
で
、
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
行
動
す
る
。

大
木
な
ど
の
目
標
物
で
常
に
位
置
を
確
認
す
る
。

◆
自
分
の
体
力
や
体
調
に
合
わ
せ
無
理
は
し
な
い
。

◆
崖
や
急
斜
面
な
ど
、
危
険
な
場
所
は
避
け
る
。

消防団120年 自治体消防65周年

こ
こ
数
年
、
暑
い
夏
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
熱
中
症
対
策
は
万
全
で
す
か
？

「
去
年
、
大
丈
夫
だ
っ
た
か
ら
・
・
」
と
油
断
し
な
い
で
、
し
っ
か
り
と
し
た

対
策
を
取
っ
て
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

〈
熱
中
症
の
初
期
症
状
〉

・
体
が
だ
る
い
。

・
吐
き
気
や
頭
痛
が
す
る
。

・
頭
が
ぼ
ー
っ
と
す
る
。

〈
危
険
で
す
！
〉

・
多
量
の
発
汗
が
止
ま
る
。

・
け
い
れ
ん
が
あ
る
。

・
言
動
が
お
か
し
い
。

・
皮
膚
が
冷
た
く
感
じ
る
。

〈
対
処
方
法
〉

・
日
陰
や
ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
室
内
に
避
難
す
る
。

・
服
を
脱
が
せ
風
を
当
て
ま
し
ょ
う
。
汗
が
出
て

い
な
け
れ
ば
、
水
で
体
を
濡
ら
す
と
効
果
的
！

・
太
い
血
管
の
近
く
を
冷
や
す
。
（
首
や
脇
の
下
）

・
体
か
ら
は
水
分
だ
け
で
な
く
、
塩
分
も
失
わ
れ

て
い
る
の
で
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
や
、
経
口
補
水

液
を
飲
む
。

こ
ま
め
な
休
憩
、
水
分
と
塩
分
の
補
給
を
！

「
お
か
し
い
？
」
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
救
急
車
を
！

鹿
角
市

｢

も
う
一
度｣

火
も
と
確
認

合
言
葉

花
輪
小
学
校
六
年

石
井
華か

瑛え

さ
ん

空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
く
な
る
春
先
は
、
山
火
事
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

山
火
事
は
燃
え
広
が
る
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
消
火
用
水
の
確
保
や
機
材
の
搬
入

が
難
し
い
場
所
で
発
生
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
消
火
活
動
が
大
変
困
難
と
な

り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
火
事
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
枯
れ
草
な
ど
燃
え
や
す
い
物
の
近
く
で
た
き
火
を
し
な
い
。

◆
た
き
火
か
ら
離
れ
る
時
は
、
完
全
に
火
を
消
す
。

◆
強
風･

乾
燥
時
は
、
た
き
火
や
火
入
れ
を
し
な
い
。

◆
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
は
し
な
い
。

吸
い
殻
は
必
ず
消
し
て
始
末
す
る
。

◆
火
遊
び
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。

秋
田
県
消
防
協
会
鹿
角
支
部
で
は
、
記
念
事
業
と
し
て
小
学
校

六
年
生
を
対
象
に
防
火
標
語
を
募
集
し
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
一
名
、

優
秀
賞
三
名
が
鹿
角
市
・
小
坂
町
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
、
一
月

四
日
に
行
わ
れ
た
消
防
出
初
め
式
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

〈
迷
っ
た
ら
・
・
・
〉

◆
む
や
み
に
動
き
回
ら
ず
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。

◆
呼
び
か
け
な
ど
が
聞
こ
え
た
ら
、
大
き
な
音
を
出
す
。

（
笛
が
便
利
）

◆
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
広
い
場
所
で

タ
オ
ル
な
ど
を
振
っ
て
合
図
を
す
る
。

小
坂
町

火
の
こ
わ
さ

知
っ
て
行
動

防
ぐ
火
事

小
坂
小
学
校
六
年

成
田
栞か

ん

太た

さ
ん

昨
年
は
、
消
防
団
の
前
身
で
あ
る
「
消
防
組
」
が

明
治
時
代
に
誕
生
し
て
か
ら
一
二
〇
周
年
、
同
じ
く

自
治
体
消
防
が
発
足
し
て
か
ら
六
五
周
年
で
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
一
一
月
二
五
日
、
東
京
ド
ー
ム

を
会
場
に
記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〈
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
〉

家
庭
菜
園
な
ど
で

使
う
プ
ラ
ン
タ
ー
に
、

土
を
入
れ
て
繋
げ
た

も
の
を
レ
ジ
ャ
ー
シ

ー
ト
で
巻
き
込
ん
で

使
用
し
ま
す
。
ま
た
、
プ
ラ
ン

タ
ー
の
替
わ
り
に
ポ
リ
タ
ン
ク

に
水
を
入
れ
て
使
う
方
法
も
あ

り
ま
す
。

〈
木
の
板
〉

出
入
り
口
の

前
に
長
め
の
板

な
ど
を
使
用
し

て
、
浸
水
を
防

ぎ
ま
す
。

雨水をガケに流さない

ように水路を作る。

石がきや、よう壁

のひび割れは修理

補強する。

雨どいをきれいに

掃除して、雨水を

流れやすくする。

伸びすぎた庭木は、

被害を与えないよう

枝を落とす。

テレビのアンテナは、

しっかりと固定する。

看板・煙突・軒先は、

金具や木材を用いて

しっかりと固定する。

壊れた外壁は、板で

おおったり、しっか

り押さえる。

ブルーシート等で

ガケを覆い雨水の

しみこみを防ぐ。
くずれそうな場所に

木や板の柵、石積み

をしておく。

水路の掃除。

ガラス窓や戸などは、

ガタつかないように

修理する。

心
肺
停
止
前
の
重
症
患
者
（
一
五
歳
以
上
）
を
対
象
に
救
命
率

向
上
と
後
遺
症
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
、
次
の
行
為
が
拡
大
さ
れ
、

四
月
一
日
か
ら
運
用
さ
れ
ま
す
。

①

低
血
糖
性
の
意
識
障
害
が
疑
わ
れ
る
患
者
に
対
し
て
、
血
糖

値
測
定
を
行
い
、
低
血
糖
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
、
ブ
ド
ウ
糖

溶
液
を
投
与
し
ま
す
。

②

血
圧
が
低
下
し
、
心
臓
停
止
状

態
と
な
る
危
険
性
が
あ
る
患
者
や
、

重
い
も
の
に
長
時
間
挟
ま
れ
て
血

液
の
め
ぐ
り
が
悪
く
な
っ
て
い
る

患
者
に
対
し
点
滴
を
行
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
行
為
も
救
急
救
命
士
が

所
定
の
講
習
を
修
了
し
、
医
師
の
指

示
を
電
話
で
受
け
て
、
処
置
を
行
い

ま
す
。

救急救命士が行う
処置が拡大されます！


